


































Participation in a disaster nursing activity after the Great East Japan
Earthquake







Abstract: Because of the Great East Japan Earthquake that occurred on March 11, 2011, two nursing teachers
from our school participated in supporting nursing care activity at a hospital for five days from March 25,
2011 in the Ishinomaki Red Cross Hospital, which is the only center hospital in the area. This activity shows
the importance of cooperation of any dispatched person’s active posture in times of disaster.















































































15：00 第 4 班へ直接引き継ぎを実施
表１　病院看護業務支援期間のスケジュール
時 間 内 容
6：00 起床 朝食






清拭 陰部洗浄 オムツ交換 体位変換 洗髪
手浴 足浴 爪切り 転院・検査に伴う移送
配膳 食事介助 イブニングケア
19：00 夕食 全体ミーティング
22：30 消灯
表２　病院看護業務支援・一⽇のスケジュール
⽇本⾚⼗字秋⽥看護⼤学紀要・⽇本⾚⼗字秋⽥短期⼤学紀要　第16号　2011年
−52−
でのジレンマなどが発表された。
我々は、看護師として病棟での看護業務を⽇勤
で⾏うことになり、２⽇目から看護業務支援を開
始した。病棟の係長から、⼊院患者の状況、病棟
の配置や物品の使用についてオリエンテーション
を受けた。ガスが部分供給のため、お湯は蛇⼝か
ら出ない状態になっていた。援助に用いるお湯は、
給湯器から準備して使用していた。震災後、洗浄
効果のあるクリームが病棟に支給されていたため、
洗浄をする際に使用し、お湯やオムツの使用量を
最⼩限にする⼯夫をした。
２⽇目から最終⽇までの看護業務支援は、⽇常
生活援助を中心に受け持った。身体の清潔の援助
に関して、活動期間の５⽇間で⼊院患者の全員の
清潔が保てるように援助計画を立て、その計画を
病棟看護師と相談しながら実施した。活動期間の
途中から、食事介助のために活動開始時間を８時
15分から７時30分に、終了時間を17時から18時に
変更するなど（休憩時間を延長する）、病棟の状
況や患者の状況に合わせて活動⾏った。
最終⽇には、全国の⾚⼗字病院から派遣された
第４班派遣看護師に引継ぎをした。４班が活動を
円滑にスタートできるように、３班と４班の看護
師が直接配置先の病棟に赴き、物品の置き場所や
活動内容について申し送りをした。
Ⅴ．考察
被災地域においては、看護職者は⾃らが被災者
であっても、同時に医療に携わる専⾨職者として
被災者へのケアが求められる。今回の活動で、被
災地病院の看護師が、家族や家を失いながらも、
看護職者としての責任感と使命感を持って働いて
いる状況を目の当たりにした。山崎ら２）は、被
災地の看護職者のストレスへの対策として、応援
の要請やボランティアの受け⼊れなど、柔軟な職
員の勤務シフト作成の必要性を述べている。今回
の被災地病院の看護業務支援は、柔軟な職員の勤
務を可能にし、看護師のストレスの軽減につなが
ったと考える。
病院看護業務支援には、⾚⼗字病院から派遣さ
れた看護師をはじめ、⺠間の派遣会社から派遣さ
れた看護師も参加していた。派遣された看護師は、
約５⽇間でローテーションを⾏った。その結果、
被災地病院の看護師は、その対応に時間が費やす
必要性が生じているように感じられた。このよう
な状況の中、我々は２つのことを実⾏した。１つ
は、主体的に援助計画を立て、その計画を病棟看
護師に相談しながら援助を実施した。２つ目は、
次の派遣者が活動を円滑にスタートできるように、
直接配置先の病棟に赴き、物品の置き場所や活動
内容について申し送りをした。これらのことは、
被災地病院の看護師が派遣看護師に対応する時間
の短縮につながったと考える。
Ⅵ．おわりに
今回、被災地病院の病院看護業務支援活動に参
加し、そこで働く看護職者の姿を実際に知ること
ができた。看護職者として、責任感と使命感を持
って働いている姿に感銘を受けながらも、看護職
者が抱えるジレンマを感じた。
被災地病院での看護業務支援においては、派遣
者の能動的な姿勢や派遣者同士の連携が⼤切であ
り、それが被災地病院で働く看護職者のストレス
軽減につながると感じた。
最後に、今回の派遣は本学教職員と⾚⼗字関係
機関の多⼤な協⼒により実現したものであり、心
より感謝を申し上げる。
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